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輝
い
て
い
る
人

ま
ち
の

安
全
・
安
心
に
努
め
た
い

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

大
月
　
亮
さ
ん
（
日
羽
）

消
防
功
労
者
総
務
大
臣
賞
を
受
章
し
た

総
社
市
消
防
団
団
長
で
、
消

防
活
動
や
火
災
予
防
の
普
及
に

功
労
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る

消
防
功
労
者
総
務
大
臣
賞
を
受

章
し
た
の
が
大
月
亮
さ
ん
だ
。

同
表
彰
の
受
章
は
総
社
市
で

は
初
め
て
。「
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。
団
員
を
は
じ
め
、
団
員

の
家
族
や
勤
務
先
な
ど
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
お
か
げ
で
す
」
と
、
謙
虚
に

喜
び
を
話
す
。

昭
和
３６
年
１
月
に
旧
昭
和
町

の
消
防
団
に
入
団
。
以
後
、
日

美
分
団
長
や
市
消
防
団
副
団
長

な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
１３
年
４

月
か
ら
団
長
を
務
め
て
い
る
。

足
か
け
５０
年
に
わ
た
っ
て
消
防

団
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

平
成
１８
年
に
は
女
性
消
防
団

を
立
ち
上
げ
た
。
女
性
の
ソ
フ

ト
さ
や
き
め
細
や
か
さ
な
ど
が

団
活
動
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え

た
か
ら
だ
。
女
性
消
防
団
員
は

現
在
２９
人
。「
行
事
や
訓
練
な

ど
、
市
民
の
た
め
に
と
、
よ
く

が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

総
社
市
消
防
団
は
定
数
１
０

２
０
人
に
対
し
現
在
１８
分
団
１

０
１
４
人
が
所
属
。
団
員
の
確

保
が
む
ず
か
し
い
と
全
国
的
に

い
わ
れ
る
な
か
、「
総
社
市
も

例
外
で
は
な
い
。
ま
ず
定
数
は

確
保
し
た
い
」
と
話
す
。

消
防
団
員
は
火
災
の
消
火
活

動
だ
け
で
な
く
、
洪
水
へ
の
警

戒
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど

守
備
範
囲
は
広
い
。「
団
員
は
、

地
域
の
実
情
を
最
も
よ
く
知
っ

て
い
る
」。
万
一
の
と
き
に
は

こ
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
、「
地

域
は
地
域
で
守
る
と
い
う
気
持

ち
で
が
ん
ば
り
た
い
」
と
力
を

込
め
る
。

消
防
団
で
は
、
各
家
庭
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
住
宅
用

火
災
警
報
機
の
普
及
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
こ
れ

か
ら
も
消
防
団
と
消
防
職
員
が

一
つ
に
団
結
し
て
、
市
民
の
安

全
・
安
心
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
た
。
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今まで温かく守られ、たっぷりの
愛情を受けて育ってきた子どもが、
１歳半ごろになると、少しずつ「自
我」が芽生えてきます。親をはじめ
とした周りの人たちを観察し、「言葉
を覚える」「道具を使えるようになる」
など、社会のなかで生きていくための基
礎を獲得し始めます。
自分でやりたい、したいという気持ちも生ま
れてきますが、思うようにできず、かんしゃくを起
こすこともあります。また、好奇心も旺盛でいたず
らも盛んになってきます。このころから親としては、
しつけについて悩み始めますが、これも子どもの
「自我」が発達している証しとして頭ごなしに押さ
え込まず、子どもなりの「したい」という気持ちを
受け止めてあげましょう。
そして、生活習慣を身に付けるうえで、「ほめる」
ことは特に大切です。親から得た共感や、自分が大
切にされているという思いは、子どもの自信となり、
育つうえで大きな力になります。危険なことをした
ときも、感情的にならず、しっかり「ダメよ」など
短い言葉でしかります。その後に、しっかり抱いて
言い聞かせてあげましょう。
問い合わせ こども課母子保健係（1９２－８２６１）

◆材料・数量（約１０個分）
● カボチャ……１００ｇ
● Ａ……薄力粉＝２００ｇ、ベーキングパウダー＝小
さじ１

● 卵……１個
● Ｂ……バター＝２０ｇ、砂糖＝４０ｇ、スキムミル
ク＝１０ｇ

● 薄力粉……適量
● 油……適宜

◆作り方
①カボチャはゆでてつぶす。
②Ａを合わせて振るう。
③卵を解きほぐし、①と②とＢを混ぜ合わせ、よく
こねる。

④薄力粉を振っためん板の上で、③を１㎝の厚さに
のばし、型で抜く。

⑤中温の油で揚げる。

栄養委員さん栄養委員さん

おすすめおやつおすすめおやつおすすめおやつおすすめおやつ
（１個分　１６６ｋｃａｌ）

写真は、乳幼児とその保護者が集う「つ
どいの広場」の一つ、山手保健センターで
開かれている「ちびっこ広場」。スタッフ
の伊藤家生さん（地頭片山）はしつけにつ
いて、「心を育てることなので、寄り添っ
て時間をかけて教えてあげたらどうでしょ
うか」と話してくれました。


